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１．はじめに：
　この資料は、２００５年１月２３日の報告書に関連したQ&Aです。

同報告書内容を敷衍し、考えられる疑問点に答えようとするものです。

本Ｑ＆Ａに関する関連資料は、英英辞典やWeb上から引用したものです。

２．Q&A
（１）何故　Association / Society / … を付加しないのか

　　　　　　・一言で言うならば、つけても、つけなくてもかまわない。
　　　　　　・では、母体となる日本語名称「日本気象予報士会」のどこにその意味があるか、考えてください。どこにもない。したがって、その英訳もない。したがって、その必然性は、特段無いと考える。
仮に、つけたとしても、Association/ Society　として性格を限定することになる。現時点では、それは避けたい。

　　　　　　・Organization, Club, Circle,,,　を附してはどうか、と考えたが、良案浮かばず、普通の米国人の意識でわかる提案の
「Certified and Accredited Meteorologists of Japan、略称“CAMJ”」を、本会の英語名称の案とした。

（２）何故 Certify に　Accredited を付加するのか

・まず、Weather Forecaster であれ、 Meteorologist　であれ、いずれも会の名称の一部として入っていれば、気象やお天気に関連した集団だ、と言うことがわかる。

ちなみに、日本の気象庁は自分の英語名称を「Japan Meteorological Agency」、日本気象学会は、「Meteorological Society of Japan」、日本気象協会は、「Japan Weather Association」としている。韓国「気象廰」は、「Korea Meteorological Administration」、英国では「MET Office」、香港「香港地下天文台」は、「Weather Underground of Hong Kong」などとしている。気象の意味を含ませるのに　Meteorology、Weather 等入り乱れている。それぞれ、命名には苦労があったことと想像される。

さて、本会に加入している「気象人」は、本職の方々もいれば、気象を趣味やボランティア活動の対象と考えている方々も存在する。後者においては、その所属する業種や分野は非常に広範である。共通項は「気象」である。しかも「スキルの認定を公認され、かつ、そのスキルは、公共のために使える」ものである。この意味合いが（外国の人々が本会の英語名称を、見たとき、或いは聞いたとき）ハッキリ分かるような名称にすること、が大事である、と考えた。

・外国の人々は、日本の気象業務法をほとんど知らないであろうが、我々は、法律条文と「Certified　および　Accredited」の意味の関連を、次のように考える。

Certified は、気象業務法第２４条の二十等により、気象庁長官の「登録を受けた」ことを意味する、と考える。

Accredited は、気象業務法第１９条の三により、その資格の使用を公的に（法的）に認められていることを意味する、と考える。　

　　　　　　・補足的に言うならば、

　　　　　　　　　　Certifyと言う用語は、政府がスキルをCertify　したり、出生証明としてCertifyすることもある。また、一般の企業がCertifyすることもあるし、街のパソコンスクールの終了証としてのCertifyもある。Certify は、登録要件を満たし、具備すべき資格が登録されていることを意味する。法第２４条の二十等は、日本国政府がこのことを要求し、宣言している。
但し、そのCertifyにどのような意味合いがあるのかは、不明である。

(Certify の一語ですべての意味を含ませるのは不可能だ)

この不明さを補強するのが、Accreditedである。法的に資格・身分が認めら

れた、としても、それを「公共のために使ってよし」と保障するものではな
い。法律もこの点を、別途の条項にしているのだ。即ち、法第１９条の三は、

このことを要求し、宣言している。

　　　　　　　　　　
Accredited と言う用語は、政府等のAuthorityが、その資格等を「public に
に使うこと」を認めた、ことを意味する。街のパソコンスクールの修了証書
を持っていても、それは、その技能を「公的に使ってよし」と、国家が保証

するものとは限らない。Accreditedは、得た国家資格を「公共の目的に使う
こと、使えること」を公式に裏打ちする意味を含むものだ。
更に言うならば、法律的に登録要件を満たしCertify　され、公共の目的のた

めに資格を使うことをAccredited とされたとしても、現象の予想を即発表し

て良し、とはならない。このことは、別途の法律条文に規定されていること

であり、会員諸氏は先刻ご承知のところでもある。

（３）何故　Weather Forecasrer　でなく　Meteorologist とするのか

　Meteorologist でなく、Weather Forecaster を用いるべきだ、とする意見がある。

　　　　　　では、何故、Weather Forecaster でなければならないのか。逆に問うものである。

　　　　　　

日本語として近年出来上がったと考えられる漢字表記の「気象予報士」は外国語で表現すると、どうなるか。
　　　　　　　ピッタリしたものはない。なぜなら、海外で、日本の気象予報士制度と同じ制度による気象現象の予想を行う制度は無いからである。勿論ＷＭＯにも無い。
そこで、これまでに世界にない「気象予報士」と言うものを、外国語で表現しようとするときは、出来るだけ近そうな意味合いの単語を借用することと成る。

「Weather Forecaster」は、その一つである。Weather Forecaster と言っても必ずしも気象現象の予想が出来るスキルを有している者を指すとは限らない。しかし、何らかの形容語を付加すれば、意味合いが大分ハッキリする。

ところが、Weather Forecaster の行う仕事は、気象現象の予想であったり、TVの前で、現象を解説したり、いくつか種類があることは知られている（用例参照）。日常良く見受けられるが、TVで天気の解説を見たり聴いたりすることもある。

以上の認識の下、「Meteorologist」 と言う単語を検討してみるとき、そこには　Weather Forecasting を含めた幅広い意味（仕事、役割など）が見受けられる(用例参照)。Weather Forecaster に較べるとますます広範になる。では、Meteorologist を使うことが出来ないか。否。形容語を付加すればよい。
こうして出来たのがCAMJである。　　

会の名称や、自分の身分、立場を紹介するときは、そこに、或る種の「場」が前提とされる。その場が、名称を解釈するのに少なからず助けになっていることを考えるべきだ。名称のように短い言葉（単語、文字列）の中で、すべての意味を含ませるのは不可能に近い。逆に言うならば、名称とは「掲題」の機能を有するものと考えるべきだ。共通の意識・話題の土俵作りのための役割を果たす、と考えても良い。
　　　　　　　名刺等で自分を紹介するときの表記は、Meteorologist と言う単語をそれ単独で使うことは避けて、用例のように形容詞をつけて用いればよいと考えられる。
              なお、会員から公募した名称案において、”Weather Forecaster” を含む英語名称が多数あった。しかし、この場合の略号 Acronym は、発音が困難になるものが多く、従って流布させるには困難を伴うので、Acronymの観点から、本会英語名称を引き続き検討することが、昨年１２月の理事会で承認された、と言う経緯がある。

（４）Meteorologist にしたら、その職種が広範であるため、どんなことが出来るのか、不明になるおそれは無いか、用例はあるか
　　　　　　　Meteorologist のdefinition は資料（４）に示すようにさまざまであるが、
資料（１）に、さまざまな用例を掲げる。
資料（２）、（３）に、英英辞典に掲載されている意味も掲載した。
資料（４）は、Web 上に公開されている　“Meteorologist” や”Weather Forecaster” の定義です。どれが絶対的なものである、と言うものでもない。
（５）何故　Acronym を必要とするのか、

　　　　　　　日本でもそうであるが、native Speaker の多くの割合を占める米国人は、会話において、長い名称を述べることを嫌う。名称が長くなる場合は、略号を以って会話する。このとき、その略号が「発音しやすいこと」が、流布できるか否かのボーダーラインとなる。
              JAL, JMA, JWA,,, のように短ければ、それなりに発音しやすくなる。

　　　　　　　CAMJは、２音ですむ短い略号である。

　　　　　　　よりよい名称、よりよい略号は時間をかければ出来上がるかも知れない。しかし、限られた時間と人での制限の中で作り上げるには、どこかで創作活動を打ち切らざるを得ない。良いAcronymを作ることに時間をかけるよりも、「とにかく作りあげた」Acronym をよくする、実態を伴わせるほうに時間を使うほうが大事だと考える。

（６）何故　英語名称を必要とするのか

            ・そもそも英訳するという必要性の存在は、日本と言う国が、世界の一員ではあるが、英語圏の外にいるからである。我々にとって、母体と成る母国語の日本語名称が正式な名称である。英語名称は、その日本語名称を下敷きにして、日本語言語圏からの情報発信と、活動の発展、拡張を世界的規模で行おう、との意思の現れである。

　　　　　　　
　　　　　　　「日本気象予報士会」を「Nippon Kishou Yohousikai」として、これが英語名称だ、

　　　　　　　とすることも可能であろう。しかしながら、「日本語のローマ字表記及び発音では、世界に通用しにくい」、と想定される。「日本放送協会　Nippon Housou Kyoukai NHK」のように流布するまでには、莫大な時間、金、努力が必要だ。本会にそれを求めるのは、まず無理と言うものだ。世界の共通語としての英語を使って、英語名称を作り、持ち、一つの符牒としよしよう。

　　　　　　　日本航空は、Japan Airlines JAL であり、

　　　　　　　全日本空輸は、All Nippon Airways ANA である。

　　　　　　　　　　　これらの英語名称や、略号が世界中に流布していることは周知の事実である。（日本以外に住んでいる人々は、上記の日本語名称の存在を知る人々はごく少数であろう）

　　　　　　　日本気象予報士会の英語名称は、少々長いが、Certified and Accredited Meteorologists of Japan である。長いので略号Acronymを必要とする。CAMJ である。NHK, JAL 同様、略号Acronymで以って世界に流布することを願うものである。
　　　　　　　名称を持つことは大変大事だ。特に定款等法律上必要となる名称は、必須である。

　　　　　　　但し、英語名称は、オプションである。極論すれば、名前に対する実態と評価は、後からついてくるものである。最初から正確な意味を含めることは、困難なである。
特に、本会は、会の将来の姿が会員の総意として、固まっていない状態であると考えられるので、会の性格を名称に込めることはなおさら困難である。

CAMJはその英語名称に意味は勿論あるが、CAMJそのものには意味が無い。CAMJに魂を入れるのは、会員の今後の努力に負うものである。
（７）競合（商標、ドメイン名称）の問題は無いか、不敬語・不適切な表現ではないか

　　　　　　　特許庁のデータベースで類否（外観、称呼、観念）を調査した。完全一致は無い。しかし、同業種において疑わしいものが無いわけではない。Domain name も現時点では　Web 上では、同一のものがあるが、業種が違うし、又　CAMJ.JP などいくつか未登録のものがある。

　　　　　　　CAMJは英語圏においては、単語としては存在しない。名称と略号を創出してくれた米国人Journalist の言語感覚、言語能力、文章能力、表現能力は、同氏のホームページ等に掲載された実績が示すとおりである。その人物により創出された　CAMJ　なる人工語は、不敬語・下品な意味、悪い意味に通じることも無いと推定する。他の言語においては、いくつかを調査した。調査対象は、中国、韓国、オーストラリア　であった。いずれも問題は無かった。
３．関連資料
（１）Meteorologist , Weather Forecaster の 用例  （Web Site　から拾った）
　　　　　School Meteorologist

          Assistant Meteorologist

Certified Consulting Meteorologist 

Professional Meteorologist 

Local Meteorologist 

American Meteorologist 

Broadcast Meteorologist 

Teaching Meteorologist 

Research Meteorologist 

Government Meteorologist 

Certified Broadcast Meteorologist 

Weekend Weather Forecaster

Morning Weather Forecaster

Radio Weather Forecaster

TV Weather Forecaster

NASA Weather Forecaster

Government Weather Forecaster

Old Weather Forecaster

（２）Meteorologist の 意味を辞書でみる。
（文部省学術用語集　気象学編（平成８年）には、Meteorologist 及び　Weather Forecaster は掲出されていない。）

■　The Shorter Oxford English Dictionary（１９６８年版）　では、
　”One who is skilled in Meteorology”　と有ります。

■　Longman Advanced American Dictionary（２０００年版）では、
　1 ”someone who studies meteorology”
　2 "someone on television or the radio who tells you what the
  　  weather will be like; WEATHER FORECASTER" と有ります。

■　Dictionary of American English（１９９７年版）　では、
　”TV weather　forecasters prefer to be called meteorologist” と有ります。

（３）Weather Forecaster の 意味を辞書でみる。
■　Longman Advanced American Dictionary（２０００年版）では、
”someone on television or radio who tells you what the weather will be like” と有ります。
（これ以外の英英辞典にもあたってみましたが、Weather person や　Weathermen　の掲出

は見かけられるものの、Weather Forecaster の掲出は、ないようです。）

（４）Meteorologist の definion　をWeb上で見る

（Web上から３点引用させていただきます）　
■１　Definition に関する資料１　（CBS）

STUDYING THE WEATHER

What Makes a Meteorologist

You see them on TV, hear them on radio, read their forecasts on the internet, perhaps a meteorologist has even visited your school, but what is a meteorologist?
And what kind of training do they need to see the future in the sky?
The origin of the word "meteorology" dates back to ancient Greece. In 340 B.C., Aristotle, a philosopher of the day, wrote a treatise called "Meteorologica" about
"meteors," then defined as any object in the sky. These airborne items included clouds, snow, and rain--aspects of the atmosphere that fascinated him. Add "ologist"-a person who studies something-and you get "meteorologist."
There is no legal definition for the word "meteorologist," so the title is not formally assigned. The closest official description comes from the American Meteorological Society (AMS). According to their guidelines, a meteorologist is
"an individual with a specialized education who uses scientific principles to explain, understand, observe or forecast the earth's atmospheric phenomena and/or how the atmosphere affects the earth and life on the planet. The term "weathercaster" is reserved for individuals who have little formal education in the science, but are employed to disseminate weather information and forecasts prepared by others."
The AMS states that a bachelor's or higher degree is required to be a professional meteorologist. Nearly 100 schools across the U.S. and Canada offer curriculum
consistent with those outlined by the AMS. Each program includes core classes on atmospheric science along with coursework in calculus, computer science, chemistry, statistics and physics.
Roughly 500 new meteorologists enter the workforce each year, taking jobs at research institutions, with the National Weather Service, in television/radio, and even in the utility industry. Based on recent demographic data, the majority are employed by the federal government and universities. Professional meteorologists are often highly specialized, working in numerical analysis, climate modeling, tropical meteorology and air pollution.
Only 12% of degreed meteorologists work in broadcasting. The WBZ Weather Team adds to that total. Each forecaster has a degree in meteorology and has
earned the AMS Seal of Approval for excellence in weather casting. Ed, Barry, Melissa, Mish and Ellen take great pride in the hard work it took to earn their credentials and secure a position in one of the most exciting places to forecast in the country. So when you refer to them--forget "weatherman" or "weathercaster"--call them "meteorologists"--as strange as the word
may sound, they earned every syllable.
■２　Definionに関する資料２
　　　
	WHO IS A METEOROLOGIST? 


METEOROLOGIST JEFF HABY

The two definitions most commonly used for who is a meteorologist are those given by the U.S. federal government and the American Meteorological Society (AMS).


Federal government:

The educational requirements given by the federal government can be found on the following webpage:

http://www.ametsoc.org/AMS/policy/bachelor99.html#AppendixB

The math requirements include differential calculus and integral calculus as prerequisites to differential equations. The remote sensing requirement can be satisfied by a satellite or radar meteorology course. The critical meteorology courses include Intro to meteorology, thermodynamics, 2 semesters of calculus-based dynamics, 2 semesters of synoptic meteorology, and physical meteorology. Relevant Geoscience courses include oceanography, water resources, and climatology. 

Most students satisfy these requirements by earning a degree in meteorology. Often students combine their undergraduate studies with their graduate studies to satisfy all the requirements.

Notice on the website it states, "A combination of education and experience-course work shown in A above, plus appropriate experience or additional education" can substitute for some of the requirements listed. This can be used by military forecasters and other's working in the field of meteorology that have a large amount of experience. Exactly how experience substitutes for some of the coursework varies with the situation.

Mississippi State Geoscience graduates can become eligible for federal employment by integrating into and/or supplementing the MSU Geoscience degree requirements with differential calculus, integral calculus, differential equations, 2 calculus based physics courses and 2 courses in atmospheric dynamics. The two dynamics courses are available by distance learning through the USDA:

http://www.grad.usda.gov/cgi-bin/sb/page.cgi/aip=82cf80w3M6Z,00WenknToIelRIyBCpfJROMR.?page=100834


American Meteorological Society:

**NOTE: The AMS may prevent Mississippi State Broadcast Meteorology Program students from getting the CBM (Certified Broadcast Meteorologist) because the MSU program is not calculus based. The CBM starts in January of 2005.

The definition of a meteorologist given by the AMS is more liberal (but could be changing). The AMS policy statement on who is a meteorologist can be found at the website below:

http://www.ametsoc.org/AMS/policy/whatisam.html

A meteorologist according to the AMS is a person working in the field of meteorology that has gained a sufficient amount of coursework in meteorology (without a B.S. degree, 3 years full time experience is required). This coursework does not have to be calculus based and includes several key meteorology and Geoscience courses.

BMP students: Without a science degree and without a calculus background, the AMS requires synoptic meteorology 1, water resources, thermodynamics, and oceanography. With a science degree, any 3 of the above courses are needed instead of all four. Students have to take several prerequisite courses to be able to get to the courses the AMS requires. The following AMS website lists the required courses:

http://www.ametsoc.org/AMS/amscert/approv.html#SectIA

Using the AMS definition a person can be classified as a meteorologist without even having a degree. Many students meet the minimum AMS requirements by enrolling in the off-campus broadcast meteorology program at Mississippi State. These courses give the students the educational background to apply for the NWA and AMS seals. Once a broadcaster receives the AMS seal then that person can properly call their self a meteorologist using the AMS definition. New testing and re-certification requirements are being implemented in the future in addition to the educational and tape evaluation requirements for those wanting to attain the AMS CBM. 

Military personnel and other operational meteorologists that have 3 or more years of experience in operational meteorology and complete the minimum coursework can also call themselves a meteorologist according to the AMS.

Those that fit the federal government definition of a meteorologist are eligible for any type of meteorology job. Those that fit the AMS definition but not the federal definition usually work in broadcasting, the military, or consulting / private meteorology jobs but not federal meteorology jobs such as the National Weather Service. Many consulting / private meteorology companies use the federal standard when hiring meteorologists, but in some cases experience and sufficient coursework can substitute for the federal education standard.



　
■３　Definitionに関する資料３
          A Professional Guideline



A question that has been raised for a long period of time is, "What is a meteorologist?" This question has been quite common in recent years with regard to individuals referring to themselves as a "meteorologist" on television and radio. After extended discussions, the Council of the American Meteorological Society adopted on 28 September 1990, the following guideline:

A meteorologist is an individual with specialized education who uses scientific principles to explain, understand, observe or forecast the earth's atmospheric phenomena and/or how the atmosphere affects the earth and life on the planet. This specialized education would be a bachelor's or higher degree in meteorology, or atmospheric science, consistent with the requirements set forth in "The Bachelor's Degree in Meteorology or Atmospheric Science," Bulletin American Meteorological Society, 1987, Vol. 68, No. 12, p. 1570. 
There are some cases where an individual has not obtained a B.S. or higher degree in meteorology, but has met the educational requirements set forth in the American Meteorological Society's Interpretive Memorandum effective June 1990, Article III, Section 4 (C), and has at least three years professional experience in meteorology. Such an individual also can be referred to as a meteorologist.

Activities of a meteorologist often are classified into a number of specialized areas. A few examples are: air pollution meteorology, global climate modeling, hydrometeorology, and numerical analysis and forecasting. These activities often require additional specialized education in related subjects.

The designation meteorologist applies to individuals who have attained the professional knowledge outlined above. Individuals who have little formal education in the atmospheric sciences, or who have taken only industry survey courses, and who disseminate weather information and forecasts prepared by others, are properly designated "weathercasters."

